
データダイエットへの協力のお願い： 

遠隔授業を主催される先生方へ 

 

情報通信回線は全国民が共有する有限の資源です。通信量が情報通信回線の限界

を超えるとすべての利用者が大きな影響を受けます。１６００万人の生徒・学生

が、この世界的な災禍の中でも十分な学習ができるように、「データダイエッ

ト」に協力しましょう。 

 

1. オンライン授業は通信量（データ量）が極力小さくなるように工夫しましょ

う。 

2. 空いた通信回線の容量は、初等中等教育や新入生教育等 Face-to-Face が必要

となる場合や障がい者への合理的配慮など必須の分野へ使ってもらいましょ

う。 

 

 

具体的な通信量に配慮した授業の実施・設計手法 

 

1. 先生が話す映像を送信する必要はありません。講義中、自分の顔や書画カメラ

を動画で常時流しておいたりすると通信量は多くなります。学生のカメラもオ

ンにし続けると通信量が増えます。不要なカメラはオフしましょう。  

2. 画面共有による資料提供中心の授業は通信量が大幅に少なくなります。先生が

黒板の前で動き回る授業はデータ量が非常に増えます。 

3. そもそも授業の全ての部分をライブで行う必要はありません。授業時間を、 

(ア) 教員と学生との双方向のやり取りを行う（ライブ）部分 

(イ) 教員からの一方向の情報伝達の部分 

(ウ) 学生が問題を解くなどの主体的な学びを行う部分 

に分けて設計し、双方向のやり取りを行う部分を短くすることも可能です。 

4. 教員からの一方向の情報伝達の部分は事前に録画し、ネットワークの空いてい

る時間帯、早朝などにダウンロードを指示することも出来ます。予約してダウ

ンロードさせることもできます。 

5. 学生が問題を解くなどの主体的な学びを行う部分はネットワークにつなぐ必要

もありません。 
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